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１．間伐手遅れ林の増加とその背景

近年、森林に対する社会的要望は、木材生産から

公益的機能の発揮へと大きくシフトし、治山治水と

呼ばれる災害防止のみならず、水源涵養や大気浄化、

保健休養などへの期待が上位を占めるようになって

きています（林野庁，２００５）。しかし、日本の森林は

率こそ６４％と北欧針葉樹林や南米の熱帯雨林並みに

高いものの、戦後の拡大造林により人工林が４割を

超え、国民が期待する豊かな自然が維持されている

とは必ずしも言えません。さらに、林業を取り巻く

市場経済は、国際的なグローバリズムに否応なく晒

されているため、産業としての採算性が望めない状

況です。このため、木材生産を目的とした人工林で

すら維持管理が出来ない状況に陥り、森林の危機的

問題としてクローズアップされつつあります。

その問題の一つが間伐手遅れ林の増加です。この

ことは以前から認識されていました（林野庁，１９９８）

が、総務省（２００３）に勧告されるに至り、マスコミ

などで大きく取り上げられるようになりました（読

売新聞，２００６）。

間伐は、民有林に限れば、間伐対象林齢の総面積

の約５割しか実施されていないと試算されています

（林野庁，１９９８）。さらに人工林全体では平成１５年の

資料（林野庁，２００５）を用いて単純な試算をすると、

間伐実施面積３１万haは、間伐対象林齢Ⅴ～Ⅸ齢級の

総面積６８２万haを間伐間隔年１０年で除した値の半分

以下となります。このように間伐手遅れ林は、間伐

対象となる人工林面積の半分以上を占めると見込ま

れます。

ここで、間伐が行われない社会的背景を５点ほど

挙げてみます。一つは、木材価格の低迷で山林経営

に魅力がなくなり、森林所有者が施業や管理をしよ

うとは思わないという点です。１９８１年と２００１年を比

較すると素材生産費が横這いであるのに対し、素材

価格が半分に低下しており、立木価格はもっと低下

しています（林野庁，２００５）。二つ目は、間伐は伐採

搬出が主伐以上にコストがかかるため（神奈川県環

境農政部森林課，２００６）、森林所有者の間で間伐する

意欲が低下していることです。もともと主伐材より

需要も少ない間伐材は、主伐材以上に価格が低迷し、

現在、各種補助（林野庁，２００６）によって、ようや

く、年間３０万 ha の間伐が実行されている状況です
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（林野庁，２００５）。三つ目は、間伐作業ができる林業

就業者が減少し、高齢化しているため、間伐しよう

にも人手が足らないという点です。１９７０年と２０００年

を比較すると、間伐対象林齢に達する人工林が増加

したにもかかわらず、林業就業者は１ /３に減少し

ています（林野庁，２００５）。また、我が国全体の一般

産業就業者を年齢割合別にみると、２９歳以下が２２％

であり、６５歳以上が８％となります。これに対し、

林業就業者はそれぞれ７％、２８％であり、林業はか

なり高齢化が進んだ業種となっています（林野庁，

２００５）。四つ目は、山村人口の減少と老齢化（北川，

１９９５）で、間伐の依頼人がいないという点です。山

村集落の人口減少率は人工林率が高いほど高くなる

という指摘もあり（大野，１９９２）、人工林が多いほど

放置林が増加することになります。五つ目は、山林

所有者が別の土地で生活している不在村者所有林の

増加です（農林水産省統計情報部，２００２；柳幸，

２０００）。地元にいない所有者は山林を管理しようと

しないし、出来ません。それは不在村者所有林が在

村者所有林に比べ間伐実施率が有意に低いという結

果に現れてきています（志賀，２００１）。以上のような

背景から、現状のままではますます間伐手遅れ林が

増加することになるでしょう。

２．間伐の必要性とその意義付け

元来、間伐は植栽木の成長を促し、価値の高い良

質材を生産するための作業です。さらに形状比を低

下させ、樹冠の均等性を増して風雪害などの気象害

を受け難くし、被圧木や枯損木の除去により病虫害

の発生を抑制する効果も期待されています。こうし

た利点は山林所有者にとって都合が良いのですが、

先に述べたように林業を取り巻く状況から、間伐を

推進する動機にはなり得ません。もはや一人、山林

所有者や林業関係者だけに間伐を押し付けても展望

は開けないのです。むしろ、間伐手遅れ林を放置す

ると、流域住民、さらに広げて一般の人々にとって

も不利益に繋がり、応分の負担も必要であることを

理解して貰うことのほうが、間伐を推進する上での
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図１　間伐を推進するための一つの考え方
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動機付けとなり得ると思われます（図１）。

では、間伐手遅れ林を放置するとどのような弊害

が発生するのでしょうか。間伐手遅れ林のような過

密林分では、樹冠の抑制とともに根系の発達も阻害

されると予想されます。ひいては土壌緊縛力の低下

により山地崩壊を招き（荒木・阿部，２００５）、また、

貧弱な林床植生は土壌流亡を加速し、川下の水質汚

濁を招く恐れもあります（武田，２００２）。もし、これ

らの弊害を森林以外の手段で除こうとすれば、大掛

かりな装置や施設が必要となるでしょうし、投じら

れる資金も決して少なくないでしょう。それが単に

健全な森林を造成することで、これらの弊害を除去

もしくは軽減されるのであれば、間伐促進に必要な

負担も納得できるに違いありません。つまり、間伐

効果が森林の水土保全機能などの公益性の発揮に結

びつけば、一般の人々の利益にも繋がるという理解

が得られます。そのことが森林・環境税や補助金事

業へのコンセンサスになり、各種ボランティアや

NPOの活動への援助に繋がっていくことになるで

しょう。ただし、その前提には間伐が水土保全機能

に密接に関連することを実証する必要があります

（図１）。

３．間伐がもたらす植生変化と水土保全機能

森林が治山治水の要であることは、昔から知られ

ており、森林の荒廃が明治期、第二次世界大戦直後

に大水害の多発を招いた事実から窺い知ることが出

来ます（建設省河川局，１９９２；高橋，１９９１）。その科

学的実証例も多くあります。例えば、洪水流量につ

いては中野（１９７３）、山地崩壊では難波（１９５９）、土

壌浸食では川口・滝口（１９５７）、浸透能では村井・岩

崎（１９７５）や佐藤ほか（１９５６）、根の土壌緊縛力では

北村・難波（１９８１）などの事例です。しかし、志水

（１９９８）が指摘するように、これまでのような森林

と草地、裸地との水土保全機能の対比や、皆伐前後

での対比による事例だけに準拠して、間伐による影

響を十分に評価することは不可能です。なぜなら、

間伐は林種転換を伴うことなく、林分構造だけが変

化する事象であるからです。そのため、間伐もしく

は間伐手遅れ林の視点から水土保全機能とそれに関

わる要因との関連性を検証することが必要となりま

す。

２００１年の時点で人工林の樹種構成は、スギ４４％、

ヒノキ２５％、カラマツ１０％で残りがその他の樹種と

なっており（林野庁，２００５）、北海道を除けば、人工

林の半分の面積をスギ林が占めていることになりま

す。ちなみに、ヒノキ林は日本の原風景を形作って

いる水田の面積とほぼ同じ２５６万 ha（農林水産省，

２００５）に匹敵します。つまり、国土の１２％以上も覆っ

ているスギ林は道路や建築物はもちろん農地、草地、

林地を問わず、日本で最も広大な地表被覆物になっ

ているのです。

ある森林を森林タイプで呼称する場合、森林は優

占樹種の林冠層だけで代表されます（例えば、スギ

林、ブナ林など）が、森林の持つ水土保全機能は、

中層、低木草本層も含めた多重な植生層からもたら

された総合的な所作の結果であり、むしろ、林床植

生が主要な因子となっている場合も少なくありませ

ん（Miura et al.,２００３；鈴木ほか，１９８９）。

以上のことから、間伐、水土保全のほかにスギ、

植生を含めた４項目について調査事例を検証し、今

後の研究の必要性と方向を探ってみます。その方法

として、森林総合研究所の文献データベース（１９７８

～２００５年が検索可能、以下FOLIS とする）から各

項目に関わる文献を検索してみました。

１）間伐、水土保全、植生、スギに関わる文献数

FOLIS に記載されているキーワードから各項目

を検索する（２００６年９月現在）と、間伐に関しては

４２９４、水土保全では８２５５、植生では２６９４、スギでは

１２２６７の文献がヒットしました。ただし、水土保全

に関する文献数は、崩壊、流出、土砂、水源、防災、

水質、侵食、洪水、流量、水土、保水、流亡、国土

保全、林地保全、表層土壌の１５のキーワードの合計

値です。また、FOLIS は並列の絞込みが出来ないの
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で重複する文献も含んでいます。次に４つの項目同

士で関連した文献を検索すると、間伐と水土保全で

は１５４、間伐と植生では８０、間伐とスギでは５００、水

土保全と植生では２８２、水土保全とスギでは８６、植生

とスギでは６４の文献がヒットしました。さらに絞り

込むと、間伐と水土保全・植生では２１、間伐と水土

保全・スギでは１３、水土保全と植生・スギでは１４と、

ヒットする文献が少なくなり、間伐・水土保全・植生・

スギの４項目すべてを網羅する文献となると、僅か

８しかヒットしませんでした。以上のことを模式的

に示した図２から、スギ林の間伐と水土保全に関す

る研究の蓄積状況を大まかながら窺い知ることがで

きます。

２）スギ人工林の間伐が林床植生の変化と水土保全

機能におよぼす影響

間伐が遅れた過密林分では、林床植生の欠如によ

り水土保全機能の低下が懸念されています。とくに

ヒノキ林に関しては、以前から落葉の細片化と裸地

化が大きな問題となっていました（赤井，１９７７）。ス

ギ林については、その過密林でさえヒノキ林のそれ

に比べて土壌、リターの流亡は１ /２（中村，１９８３；

吉村ほか，１９８３）～１ /１０（Miura et al.，２００３）と

見積もられており、これまであまり問題視されてき

ませんでした。因みにFOLIS では、ヒノキに関する

文献は５３３３とスギの半分でありながら、水土保全と

の関連では１５８とスギの２倍の文献数がヒットしま

す。しかし、ヒノキ林の２倍の面積を占めるスギ林

でも間伐手遅れにより、林床植生のほとんどない人

工林が数多くみられ、とくに下枝が枯れたまま林冠

を形作るスギ若齢林において、林床植生が著しく欠

如する傾向があります（写真）。これは表層土壌にお

ける根系欠如を意味し、土壌の保水力や緊縛力の低

下を招く可能性があります。また、スギリターのみ

で形成されるＡ０層は、土壌生物の減少や養分循環

の単純化を招きかねず、川下に流下する水質に影響

するものと予想されます。このようにスギ人工林の

植生と水土保全機能との関係を吟味し、間伐の有効

性を検証することは重要な研究と考えられます。

林内照度の増加に伴う林床植生の増加は、どの森

林でも見られる現象です。間伐は林内照度を調節す
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る作業ですから、間伐率が高くなるほど、林内照度

が高くなり、当然、林床植生の繁茂量も増加します

（安藤，１９８５；門屋・小林，１９８９；田村ほか，２００４）。

しかし、実際、間伐と林床植生の変化と関連付けて

水土保全機能を評価する研究事例は、前述のように

あまり多くありません。水土保全・間伐・植生・ス

ギを網羅する８文献のうち、重複しているものを除

くと６文献のみであり、水土保全機能に関連する調

査を実際に調査した事例はたった４例だけです（中

島・西山，２００１；楢崎ほか，２００２；山田・諫本，

２００１；山田，２００２）。これはヒノキ林の間伐におけ

る事例が少なからずあるのに比べ、際立った違いで

す。

また、間伐は一般の人々が期待する水土保全効果

とは別に伐採や集材による地表撹乱など、短期的に

は大きな影響をおよぼす作業を伴います。ただし、

現状ではこの短期的な影響さえよくわかっていませ

ん。こと森林の水土保全上の長期的なあるいは普遍

的な効果となれば、とてもそのことを検証するほど

事例が蓄積されているとは言えない状況です。

このようにスギ林の間伐と水土保全機能の関係を

報告した事例は少なく、しかも最近始まったばかり

です。したがって、水土保全におよぼす影響を検証

するためにはさらに多く事例を地道に蓄積していく

必要があります。現在、秋田県大館市長坂で進めら

れている研究（交付金プロ、秋田県と当支所の共同

研究）はこうした問題に応える一つの事例となれば

と期待しています（藤枝・金子，２００６）。
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